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Sakana AI「Fugu Max」「Fugu Ultra v2」同時公開の徹

底調査と今後の影響 

― 発表内容の検証、「パレートフロンティアのオーケストレーション」戦略、知財

上の含意 ― 

2026 年 9 月 11 日 

Claude Fable 5.1 

凡例：本文中の【事実】は一次ソース（Sakana AI 公式発表等）で確認した事項、【二次】は報道・解説記

事等の二次ソースでのみ確認した事項、【分析】は筆者による分析・推測を示す。文中の上付き番号は文

末「参考文献」の番号に対応する。ベンチマーク数値は特記なき限り Sakana AI の自己申告値であり、第三

者による独立検証は本稿執筆時点で存在しない。 

要旨 

• 発表は実在する。提示 URL（https://sakana.ai/fugu-max-release/）は 2026 年 9 月 11 日付

の Sakana AI 公式ブログとして稼働しており、Fugu Max（低コスト志向）と Fugu Ultra v2

（最高性能志向）の同時公開は、公式発表・海外専門メディア・国内メディアで裏付けら

れた[1, 2, 3, 4]。 

• 両モデルとも新規の巨大基盤モデルではなく「学習されたオーケストレーター」である。

複数のオープンウェイト／専門モデル群にタスクを動的に振り分け、コスト・性能のパレ

ートフロンティアを Max（低コスト方向）と Ultra v2（高性能方向）の 2 方向に押し広げ

る設計であり、オープンウェイトの自社公開はなく OpenAI 互換 API のみの提供である[1, 

2]。 

• 知財の観点では、Sakana AI は特許をほぼ出願せず、Apache 2.0 等のオープンソースライ

センス＋商標＋契約で IP を設計する「オープン＆クローズ」戦略が鮮明である[31, 32]。一

方、オーケストレーション対象が他社モデル（NVIDIA Nemotron、Kimi 等）に依存する

ため、元モデルのライセンス継承・利用規約・輸出規制リスクが企業導入時の主要論点と

なる。 

1. 前提の真偽検証 
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【事実】提示された URL は稼働しており、Sakana AI 公式ブログ「Introducing Fugu Max and 

Fugu Ultra v2: Orchestrating the Pareto Frontier」（September 11, 2026）として内容を確認でき

た[1]。 

【二次】MarkTechPost[2]、AlphaSignal[3]、ITmedia NEWS（Yahoo!ニュース転載、9 月 11 日）
[4]が同時公開・価格・ベンチマークを報じており、内容は公式発表と整合する。 

【事実】したがって「2026 年 9 月 11 日」「Fugu Max／Fugu Ultra v2」「同時公開」はいずれ

も正確である。なお、MarkTechPost 記事は公開日時メタデータが 2026 年 9 月 11 日 06:34 UTC、

本文の日付表記が 9 月 10 日と若干のズレがあるが、時差・編集による通常の差異と判断する[2]。 

2. 発表内容の詳細 

2.1 位置づけと両モデルの違い 

【事実】公式ブログによれば、両モデルは「別製品ではなく、同一のコア・オーケストレーショ

ンアーキテクチャを 2 つの異なるミッション向けに最適化したもの」である[1]。 

• Fugu Max：「最低コストで到達しうる最良の出力は何か」を追求。NVIDIA Nemotron フ

ァミリーを含む過去最大規模のオープンウェイト／専門モデル群をオーケストレーション

し、各タスクを「解ける最も軽量なモデル」へ動的にルーティングする[1, 2]。 

• Fugu Ultra v2：「複雑な多段階タスクで到達しうる最高能力は何か」を追求。より深いオ

ーケストレーションを行う[1, 3]。 

【事実】Fugu 自体は「他の LLM（自分自身の再帰的呼び出しを含む）を呼び出すよう学習され

た言語モデル」であり、大規模ファインチューニング・進化的アルゴリズム・強化学習の組合せ

で学習される[1, 5]。 

【二次】前身研究では、コーディネーターTRINITY が約 0.6B パラメータ（CMA-ES により進

化）、Conductor が 7B パラメータで強化学習により自然言語ベースの協調戦略を獲得したとさ

れる[7, 25]。パラメータ総数や MoE 構成の有無は非公表である。コンテキスト長は Fugu ファミリ

ーで 1M トークン（v1 系で確認。v2 でも継承と推定）[7, 29]。 

【事実】Ultra v2 は Chartography（視覚推論・データ解釈ベンチマーク）で 48.3 を記録し、視

覚・構造化データ推論を強調している[1]。【分析】ただしこれはプール内モデルの能力の集約で

あり、Fugu 自体がネイティブにマルチモーダルであるという主張ではない。 
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2.2 「Orchestrating the Pareto Frontier」の意味と技術的系譜 

【事実】タイトルは、単一モデルでは到達できないコスト・性能平面上の点へ「オーケストレー

ション」によって到達する、という中心思想を表す。Fugu Max はフロンティアを「北西（低コ

スト方向）」へ、Ultra v2 は「上（高性能方向）」へ拡張すると説明される[1]。公式ブログは

「最も能力の高い AI は単一のモノリシックなモデルからではなく、知的で集合的なオーケスト

レーションから生まれる」という命題を掲げており[1]、【分析】これは創業以来の「群知能」テ

ーゼの製品化であり、社名（sakana＝魚群のメタファー）とも一貫する[24]。 

【事実／二次】技術的系譜は、ICLR 2026 採択の TRINITY（進化的コーディネーター）および

Conductor（自然言語オーケストレーションの強化学習）の 2 論文、ならびに Fugu 技術レポー

ト（arXiv:2606.21228）にある[5, 6, 7]。技術レポートは「モデルオーケストレーションはフロンテ

ィア AI 能力の実用的なスケーリング軸になりうる」と結論づけている[6]。 

【分析】より広く見れば、進化的モデルマージ[19]、AB-MCTS／TreeQuest、AI Scientist といっ

た「群知能・推論時計算」路線の集大成的な製品化と位置づけられる。 

2.3 ベンチマーク（全て Sakana AI自己申告・第三者未検証） 

モデル 公表された主な主張 出典 

Fugu Max 

Terminal Bench 2.1、GPQA Diamond、AA-LCR、GDP.pdf、

AutomationBench、SWEFish（社内ベンチマーク）の 6 つで最良総

合スコア。10 ベンチマーク中 7 つでコスト性能パレートフロンティ

アを拡張。 

[1][2] 

Fugu Ultra v2 

Chartography 48.3（Claude Opus 5＝27.3、Claude Fable 5＝29.5 を

上回る）、DeepSWE 74.3。8 ベンチマーク中 5 つで最良／同率最良

（GDP.pdf、Chartography、SWEFish、DeepSWE、Toolathon）、7

つでトップ 2。 

[1][3][4] 

 

【事実】Ultra v2 は Claude Fable 5／5.1 および GPT-6 Astra をエージェントプールに含めずにこ

れらのスコアを達成した、と公式に主張されている。学習カットオフは 2026 年 8 月 28 日[1, 4]。

比較対象として名称が確認できたモデルは、Claude Sonnet 5、GPT-5.6 Terra、Kimi K3（価格

比較）、Claude Opus 5、Claude Fable 5／5.1、GPT-6 Astra（性能比較）である[1, 2, 3]。 

【二次】LMArena 等の公開リーダーボードに Fugu Ultra は掲載されておらず、BenchLM.ai は

「第三者による非生成的カバレッジが不足しているため公開ランクから除外」と明記している
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[30]。 

2.4 公開形態・価格 

【事実】オープンウェイトの公開はなく、Sakana AI が自社ホストする OpenAI 互換 API のみで

提供される。EU/EEA 域内では非提供[1, 2]。既存 Fugu ユーザーは「1 行のパラメータ変更」でア

ップグレードできる[1]。 

モデル 
入力（/100万トーク

ン） 
出力（/100万トーク

ン） 
キャッシュ入力 

Fugu Max $2 $6 $0.25 

Fugu Ultra v2 $5 $30 $0.50 

 

【事実】Fugu Max の出力価格は Claude Sonnet 5、GPT-5.6 Terra、Kimi K3 より 40〜60%低い

と主張されている[1, 3]。【分析】Max の価格はオープンモデルへのルーティングによるコスト圧

縮を反映する。他方 Ultra v2 の出力$30 はプール内最上位モデルのコストを反映しており、「オ

ーケストレーションのオーバーヘッドが最上位モデル直呼びに対して正当化されるか」が引き続

き争点である。 

2.5 Fuguシリーズの経緯 

時期（2026年） 内容 出典 

4 月 
ベータ公開。多エージェントオーケストレーションを単一の基盤モ

デルとして提供する概念実証。 
[5][7] 

6 月 22 日 
一般提供開始および Fugu Ultra v1。クローズドフロンティアモデル

に匹敵と主張（SWE-Bench Pro 73.7 等）。 
[5][8][10] 

7 月 
Fugu-Cyber（サイバー防御特化、利用は審査制）、Claude Code イ

ンターフェース対応、Ultra v1.1。 
[11][12] 

8 月 
Sakana Chat 拡張、NVIDIA パートナーシップ（Nemotron 統合開

始）。 
[2][3] 

9 月 11 日 Fugu Max および Fugu Ultra v2 を同時公開。 [1] 

 

3. Sakana AIの背景 
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3.1 創業と資金調達 

【二次】Sakana AI は 2023 年 7 月、David Ha（CEO、元 Google Brain、元 Stability AI 研究責任

者）、Llion Jones（CTO、元 Google、"Attention Is All You Need"共著者）、伊藤錬（会長、元

メルカリ）により東京・港区で創業された[15, 16, 24]。 

ラウンド 時期 調達額 評価額・主な投資家 出典 

シード 2024 年 1 月 $30M 
Lux Capital 主導。NTT グルー

プ、KDDI、ソニー参加 
[13][16] 

シリーズ A 2024 年 9 月 
約 300 億円（約

$214M） 
評価額$1.5B [15][17] 

シリーズ B 
2025 年 11 月 17 日

クローズ 
200 億円（約

$135M） 

プレマネー$2.5B→ポストマネー

$2.65B（David Ha CEO 談）。

MUFG、Khosla Ventures、

NEA、Lux Capital、Macquarie 

Capital、In-Q-Tel 等 

[13][14] 

 

【二次】累計調達額は PitchBook 基準で 2025 年 3 月時点約$244M、シリーズ B 後は約$347M〜

$379M とソースにより幅がある[13, 17]。シリーズ B は「日本の未上場スタートアップ史上最高額」

と報じられたが、報道により金額表記（約 400 億円説）が公式告知[14]と一致しない部分があり、

本稿では公式告知および David Ha CEO の発言[13]を優先する。同社は防衛・情報・製造分野への

展開を明言しており[13, 14]、【分析】防衛系 VC の In-Q-Tel や三菱 UFJ の参画は、ソブリン AI／

経済安全保障の政策的文脈と符合する。 

3.2 政府・企業連携 

【二次】経済産業省・NEDO の GENIAC（Generative AI Accelerator Challenge）で「新規モデ

ル賞」を受賞（参加事業者による投票＝ピアレビューで選出）[17, 39]。総務省の SNS 誤情報対策

プロジェクトは 2026 年 4 月に完了[17]。三菱 UFJ フィナンシャル・グループとの金融 AI 提携、

大和証券との協業（AI Scientist／AB-MCTS を活用し、2026 年 8 月に本格開発フェーズへ移行）

が報じられている[23]。 

3.3 主要研究成果と 2026年の動向 
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• 進化的モデルマージ（Evolutionary Model Merge）：手法公開 2024 年 3 月、査読論文は

Nature Machine Intelligence に 2025 年 1 月掲載[19]。 

• CycleQD （ ICLR 2025 ） 、 AB-MCTS ／ TreeQuest （ NeurIPS 2025 Spotlight ） 、 AI 

Scientist （ v1 ／ v2 ） 、 Continuous Thought Machines[20] 、 Darwin-Gödel Machine 、

Transformer²[17, 24]。 

• 2026 年：日本語特化 LLM「Namazu」（3 月、Sakana Chat と同時公開）→Namazu API

（8 月、Moonshot AI の Kimi K2.6 ベース）[21, 22]、「ultra deep research」エージェント

（AB-MCTS＋AI Scientist）[17]、Fugu の急速な反復（2.5 節）。 

【二次】Sakana AI は、自社で大規模事前学習を行わず、オープンモデルの再学習・オーケスト

レーションによって日本の「ソブリン AI」を実現する路線を明示している[14, 18]。 

4. 評価・反響 

4.1 メディア報道 

【二次】国内では日本経済新聞が Fugu 一般提供（6 月）[10]および Fugu-Cyber（7 月）[11]を報道

し、ITmedia NEWS は Fugu Ultra v2／Max を「一部『GPT-6 Astra』『Fable 5.1』超えをうた

う 」 と 見 出 し で 報 じ た [4] 。 海 外 で は VentureBeat[8] 、 The Decoder[9] 、 MarkTechPost[2] 、

AlphaSignal[3]、DataCamp[7]等が詳細に報道しており、VentureBeat は 6 月版 Fugu を「マスタ

ー・ゼネコン（general contractor）」に喩えた[8]。 

4.2 開発者コミュニティの反応（主に v1系に対するもの） 

【二次】Hacker News、X、Reddit では「OpenRouter と何が違うのか（単なるルーター／ラッ

パーではないか）」という反応が最も多い[25, 26, 27]。Ethan Mollick 氏（X）は「非常に遅い」「結

果はまずまずだが実務では Fable に及ばない」と評したとされる[27, 28]。月額$200 プランで週 3 時

間未満しか使えないとの不満も報告された[27]。一方、コードレビュー用途では 20 件超の指摘を

検出したなど高評価も見られる[28]。総じて「ベンチマークは本物だが、レイテンシ・レート制

限・コストという実務上のオーバーヘッドが現実」というのがコミュニティの評価である[27, 28, 29]。 

4.3 懐疑論の論点 

【分析】上記の反応と公表資料から、懐疑論の論点は次の 4 点に整理できる。(a) 全ベンチマー

クが自己申告であり独立検証がない[30]、(b) SWEFish 等の社内ベンチマークの選択に恣意性の余
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地がある、(c) 最強モデル（Fable 5.1 等）をプールから除外しつつ比較対象に据える構図、(d) 

Ultra v2 の価格がプール内最上位モデルの水準に張り付いている点。これらは今後の独立評価に

よって初めて解消される。 

5. 今後の影響についての考察 

5.1 日本のソブリン AI政策への含意 

【分析】Sakana AI の路線は、計算資源制約下の現実解として、GENIAC および AI 基本計画

（2025 年 12 月閣議決定）の文脈に位置づけられる。ただし「他社モデルのチューニング・組合

せ」への依存は、それが真の技術主権と言えるかという論点を残す。日本語特化を掲げる

Namazu が中国 Moonshot AI の Kimi K2.6 をベースとしている点は、その両義性を象徴する[18, 

22]。 

5.2 米中フロンティアモデルとの比較における位置づけ 

【分析】性能の頂点は依然として米国モデルにある。中国製オープンウェイト（Kimi K3、

GLM-5.x、Qwen3.x、DeepSeek V4 系）が急速に追い上げ「差は半年前後」との評価がある中[37, 

38]、Sakana AI のアプローチは、これらオープンウェイトの果実を統制された形で取り込む実務

体制の一形態と評価できる。日本独自の巨大事前学習モデルが米中に追いついたわけではない、

という点は明確にしておく必要がある。 

5.3 オーケストレーション戦略の意義と限界 

【分析】意義は、計算資源に乏しい主体が推論時計算とルーティングによって性能を引き出す、

合理的な戦略である点にある。限界は次の 3 点である。 

• 最強クローズドモデルへのアクセスが断たれると性能の天井が下がる。【二次】2026 年 6

月、Fugu 一般提供の約 10 日前に米政府が Anthropic に対し Fable 5／Mythos Preview の

対日アクセス停止を命じたとされる事案が複数の二次ソースで言及されており [8, 9]、

Sakana AI は「輸出規制リスクのないフロンティア能力」というピッチで Fugu を投入した。

Ultra v2 が「Fable 5／5.1、GPT-6 Astra をプールに含まず」と強調するのは、この地政学

リスク耐性の訴求である[1, 4]。なお一次的な政府文書は本調査では未確認である。 

• オーケストレーションに伴うレイテンシ・コスト・不透明性（4.2 節）。 

• 独立検証の欠如（4.3 節）。 
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5.4 企業の生成 AI導入・AIエージェント活用への影響 

【分析】日本語業務では、敬語・商習慣への対応を掲げる Namazu が実用的な訴求点となる[21]。

Fugu の主たる価値提案は単一ベンダーへのロックイン回避だが、実務オーバーヘッドとコスト

を勘案すると、「単一フロンティアモデルの直呼び」に対する優位性は用途依存である。自社の

身近なタスクで小規模な PoC を行い、品質・速度・コストを手元で実測することが導入判断の

定石となる。 

5.5 知的財産の観点 

(1) 特許 

【二次】Toreru Media の調査によれば、特許庁データベースで出願人「Sakana」を検索した結

果、2025 年 6 月 1 日時点で日本国内の特許出願は 0 件であった。同記事は「スタートアップは

平均 5 件程度特許出願を行っている」と対比し、この 0 件を異例と評している[31]。 

【分析】2026 年 9 月時点でも新規特許出願の証拠は見当たらない。ただし J-PlatPat／Google 

Patents への直接照会は本調査では実施できておらず、「強く裏付けられた証拠の不在」であっ

て絶対的な確認ではない。USPTO・WIPO（PCT）でも Sakana AI を譲受人とする特許は確認

できなかった。1 件のマーケティング系ページが「拡大する特許ポートフォリオ」と記述してい

るが裏付けを欠き、信頼できない[33]。 

(2) IP戦略の構造（オープン＆クローズ） 

【分析】Sakana AI の IP 設計は、Apache License 2.0（特許不行使条項を含む）による公開＋学

術論文＋商標＋契約でコントロールする構造と整理できる。EvoSDXL-JP のように商用不可ライ

センスで公開し、将来のクローズ化余地を残す例もある[16, 31]。TreeQuest、AI Scientist 等は

GitHub で公開されている。創業者による「特許を出さない」旨の明示的発言は確認できないが、

一貫したオープンソース公開という行動そのものに戦略が表れている。 

(3) 商標 

【二次】特許とは対照的に商標は積極的に出願されている。日本では Sakana AI 株式会社名義で

約 20 件が確認でき、「FUGU」は 2026 年 8 月 28 日に登録（登録第 7078544 号、第 9 類・第 42

類）[32]。米国では SAKANA AI（2024 年 3 月 14 日出願、Serial No. 79409298）、THE AI 

SCIENTIST（2025 年 1 月 7 日、Serial No. 79421637）、AI BANKER（2025 年 5 月 30 日、Serial 

No. 79431325）が確認できる[40]。登録 IP は商標に集中している。 
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(4) 著作権（学習データ） 

【分析】著作権法 30 条の 4（情報解析目的の非享受利用は原則適法）が、Sakana AI の再学習・

モデルマージ・オーケストレーション路線を法的に下支えしている[34, 35]。ただし但し書き（著作

権者の利益を不当に害することとなる場合）の適用範囲は判例上未確定であり、引き続き争点と

して残る。 

(5) モデルマージ／オーケストレーションにおけるライセンス継承 

【二次】Namazu は Kimi K2.6（Modified MIT ライセンス）をベースとしている。同ライセンス

は大規模商用利用時（月間アクティブユーザー1 億人超または月次収益 2,000 万ドル超）に

「Kimi K2.6」表示義務を課し、K2 系は K2 生成の合成データにライセンスが及ばない旨を明記

しているとされる[22, 36]。 

【分析】Fugu Max が組み込む NVIDIA Nemotron 等のオープンモデルについても、それぞれの

ライセンス条件（NVIDIA Open Model License 等）が実質的に継承される。API 経由で利用する

企業にとって Fugu は単一モデルに見えるが、背後で呼ばれるモデルの利用規約・輸出規制・地

政学リスクが事実上流れ込む構造にあり、これが企業導入時の最大の知財リスクである。 

5.6 AI研究自動化との関係と中長期戦略 

【二次】AI Scientist および AB-MCTS は、大和証券案件[23]や「ultra deep research」エージェン

ト[17]として事業化されている。【分析】これらは Fugu のオーケストレーションと同じ「群知

能・推論時計算」思想の延長線上にあり、研究（AI Scientist）→推論時探索（AB-MCTS）→製

品（Fugu／Namazu）という一貫した中長期戦略がうかがえる。 

6. 推奨アクション 

1. 【即時】発表内容の正確な社内共有。発表は実在し「同時公開」も正確だが、全ベンチマ

ークが Sakana AI 自己申告・第三者未検証である点を明記して共有する。数値を意思決定

の根拠とする場合は、独立検証（LMArena、Artificial Analysis、Nejumi Leaderboard 等）

の出現を待つか、自社タスクでの PoC を条件とする。 

2. 【短期・知財】ライセンス継承デューデリジェンス。Fugu／Namazu を業務利用する場合、

背後で呼ばれる各モデル（Kimi、Nemotron 等）のライセンスと利用規約を洗い出し、大

規模商用時の表示義務、合成データ制約、輸出規制、EU 非提供を契約審査に組み込む。
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オーケストレーションではモデル選択が不透明なため、Sakana AI との契約でプール構成・

データ取扱い・準拠法・補償条項を確認する。 

3. 【短期・IP ランドスケープ】Sakana AI の出願動向モニタリング。現状は特許 0・商標集中

の「オープン＆クローズ」型。J-PlatPat／USPTO／WIPO で出願人「Sakana AI」を四半

期ごとに監視し、特許出願への戦略転換（クローズ化・権利行使の予兆）を早期検知する。

競合や自社が進化的モデルマージ／オーケストレーション領域で出願する際は、Sakana AI

の論文（TRINITY、Conductor、進化的モデルマージ等）が先行技術となり得る点を FTO

分析に反映する。 

4. 【中期・調達戦略】ベンダーロックイン評価。Fugu の主価値は単一ベンダー依存の回避だ

が、Fugu 自体も Sakana AI という単一ベンダーへの依存である。既存のフロンティアモデ

ルへのロックインに対するヘッジとして評価しつつ、レイテンシ・コスト・不透明性を勘

案する。 

5. 【評価更新の閾値】次の事象が観測された場合に評価を更新する。(a) 独立系リーダーボ

ードで Fugu Ultra v2 が Fable 5.1／GPT-6 Astra 級を実証（採用度を上げる）、(b) Sakana 

AI が特許出願を開始（IP 戦略転換・権利行使リスクとして警戒度を上げる）、(c) プール

内モデルに新たな輸出規制・ライセンス変更（継承リスクを再評価）、(d) EU/EEA 提供

開始（グローバル展開の実用性向上）。 

7. 留保事項 

• 本稿のベンチマーク数値・価格・比較対象は、原則として Sakana AI の自己申告（公式ブ

ログ[1]）とそれを引用した二次メディアに基づく。第三者による独立検証は現時点で存在

しない[30]。 

• GPT-6 Astra、Claude Fable 5／5.1、Claude Opus 5、Kimi K3、GLM-5.x、Qwen3.x、

DeepSeek V4 系等の競合モデル名は二次ソースで確認したが、各モデルの実在・仕様の検

証は本調査の対象外である。 

• Sakana AI の特許出願 0 件は、IP 専門メディアの調査（2025 年 6 月時点）[31]に基づく。

2026 年 9 月時点での絶対的なゼロ確認は、特許データベースへの直接照会ができなかった

ため「強く裏付けられた証拠の不在」であり、断定ではない。 

• 輸出規制（Fable 5 等の対日アクセス停止）は複数の二次ソースで言及されているが[8, 9]、

一次的な政府文書は本調査では未確認である。 
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• Fugu 技術レポート[6]の全文および公式 X 投稿は、検索結果スニペット経由での確認にとど

まる部分がある。参考文献のうち「URL 未検証」と付記したものは、URL を直接確認で

きていない。 

• 資金調達額・評価額は複数ソースで概ね一致するが、累計調達額はソース間で約$347M〜

$379M の幅がある。 
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